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 実験には、５～７日齢の Wistar 系ラットを用いた。ジエチルエーテル麻酔下で断頭を行なった。直ちに延髄より
上位の脳を取り出し、95％酸素および５％二酸化炭素の混合ガスを飽和させた氷冷人工脳脊髄液に５分間浸漬した。









 TMN ニューロンは、電気生理学的特性と形態学的特徴に基づき、⑴ 4-アミノピリジン感受性 K＋ 電流（IK-4AP）
のみを示し、樹状突起が発達した、最も大きいニューロン（type I とする）、⑵ IK-4AP と低閾値型 Ca2＋ スパイク
（low-threshold Ca2＋ spike；LTS）の双方を有する比較的大型のニューロン（type II とする）、⑶ LTS を示し、細











収縮型）、IIa 型（速収縮・耐疲労型）と IIb 型（速収縮・易疲労型）に分類され、α運動ニューロンのうち、パルス
開始時に LTS によるバースト発火を示す type II ニューロンが II 型の筋線維を支配し、LTS を持たない type I ニュ
ーロンが I 型の筋線維を支配している可能性が考えられる。 




 その結果、候補とすることができたγ-MN は、Ca2＋ 依存性陽イオン電流及び持続性 Na＋ 電流により、一過性の
入力に対して持続的な発火応答を示すことができることを明らかにした。こうした発火活動は、Ia 終末からα運動ニ
ューロンヘのシナプス入力における時間的加重に適しており、咬合力の微細な調節が可能になることを示唆している。 
以上より本研究は、咬合力調節の神経機構を解明するための重要な作業仮説を与えるものであり、博士（歯学）の
学位取得に値するものと認める。 
